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消費生活における個別性と共同性
一現代生活問題研究序説一
岩田正美
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1.はじめに
「共同消費J.あるいは「共同消費手段Jという用訴が
定着しつつあるようである。それとともに，消費生活を
個別的再生産と共同的再生産の珂面に分類して.それぞ
れの側面から考察する.または.従来の個別的な部分を
中心とした生活分析に.共同的な部分からのアブローチ
を加える.といったことが，さかんに試みられている。
ところて二現代の生活問題の特質は.その多係き.複
雑きにあるといわれている。それは少なくとも.かつて
のように所得=消費水準の高低やその構造分析では|分
担濯できないほど多微な形で出現している。上に述べた
「共同消費J部分の「発見Jおよび.そこからのアフロー
チは.この多様な生活問題を.i古典的jなそれと 「現代
的」なそれに.あるいは.労働過程に規定されたものと
I也被に規定されたものとに分類することによって‘ある
でいどときほぐすことができたようにみえる。
だが.実際の生活問題は.我々が日常経験するように.
たとえば.i占典的」な問題が.i占典的Jな問題として.
「現代的Jな問題が 「現代的Jな問題としてはでてこな
いというところに特徴がある。生活問題の綾雑さ. 多隊
きは.実はそれぞれが，それぞれとしてではなく，7iい
にからみあっているところにある。だから.重要なこと
は分類ではなくて.このようなからみあいであり.その
ような関係において諸問題を笠瑳し.位置づけていくこ
とではないかと思う。そうすることによってしか.多Hi
な問題の中に統一的に賞ぬいている生活問題としての特
質を明らかにしていくことはできないのではなかろう
か。
そこで.まず19らかにされなけれは・ならないのは，生
活j~Hl[において.そのように問題をからみあわせ. rM雑
化させている構造である。それは. 生活過花が持ってい
るその独fJの枠組みと表現してよいかもしれなu、。この
憐造は，第一に.いわれてきたように.労働生活と消費
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生活との関係においてrEt!i.される。そして同時に. 1肖n
生活における個別j性と共向性との関係においても犯慢さ
れねばならない。犯が本稿で強調したいのは.この後者
についてである。
ここで.日頭の 「共同消UJの 「発見Jが再び重要な
ものとして笠場してくる。しかしもちろん共同的なも
のの「発見」そのものは. 単に人n:μうず本来社会的動物でレ
あるという普遍的事実を立味しているにすぎず.そして.
過去も現在も.そして未来もそうであろうという事実を
確認しているにすぎない。したがって単なる「共同的J' 
なものの強調や.従;1との生活分析へのその接木は.先述
した問題の分類に役立つだけであろう。だが.それと個
別的なものがどのような関係において結びあわされ.生
活を形成しているかということは.日E史的なものであり.
時代によって異なっている。たとえば.今日のその関係
は，かつての.共同体における共同関係の Fに営なまれ
ていた共同的再生産ムその中に埋没し.融合していた
例月Jj的併生産との一体関係とは明らかに異なっているで
あろう。また.きたるべき社会において実現されるとい
われている.諸個人の白」主的な似思Jj的}写生産と.それら
の独立した諸個人の自覚的な共同関係のドにおかれた共
同的再生産との有機的結合関係とも相過しているであろ
う。ニの関係の現代的特徴をl切らかにすることt;J:. した
がって、労働生活に規定きれながら，それに規定される
だけではないt附生活の独自な枠組みを.一一つまリ.
それが税代の生活問題を絞雑化させている情泣といえる
のだが一一-jEtli1するキイポイン トになると思うのであ
る。
ただし先の 「共同消費」 的アプローチにおいても.
全くこの関係がとりあっかわれていないわけではない。
とくに宮本憲一氏は.個人i'it=商品消'{1(.共|面j消費=
公的消費の分裂 ・対立関係という重要な定泌を行なって
いる。Hしかし在、は.前号でもIfIらかにしたように jも
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lo]的l写生産という意味を.氏本氏のいわゆる 「社会的)t、
同r時代手段jのamに限定せず， もう少し広〈攻解して
いる。また.同係に.1附別的内生産を商品消費という消
vi隊式と同窓義に抱えていなL、。そして.さらに.この
l担l係を単に生活問題の税代的形態と結びつけるたけでな
く.それぞれの生活問題をからみあわせている憐造と結
びつけて抱えるべきだと与ーえている。
そこで.以ドでは.f1.なりに消費生活における個別性
と共向性の関係を15-苦笑し.それが労働生活とmWl:.i告の
側係とともに.どのような生活過程独自の繊i立を形づ
くっているのかを明らかにしていきたいと思う。
なお.以下で扱う消T寄生活とI;t. 賃労働者の消費生活
である。寂近の生活研究においては.とくにその共向性
の筏点の導入に際しては.tt労働者も自営業l併も同じく
「住民」として扱う傾向があるが. j去に述べるように.
それらは共同的再生成の聞でもきわめて異なった特質を
むつものである。
2.個別性について
資本主義以前の社会における~Iô自立的な生活との対比
で.あるいは資本に売りわたされ.そのドで社会的結合
を深めていく労働生活との対比て二今日の消T寄生活を特
徴づけるものとされてきたのは.いうまでもなくその側
別性である。そこでまずこの側面の考察を行ない.つい
でそれと共向性の関係を弘ていくことにしたい。
ここでいう消費生活の個別性.あるいは個別的再生産
とは.さしあたり消費生活が司すなわち，消費財の取得
(貨幣の取得.生活財の選択・取得).管理.消費の令過
fJlが個々 の賃労働者。1.4告を'It{立として. 自立自~Jに，そし
て互いに無関心に行なわれている状態である。それは.
いうまでもなく.第一にこの生活の主人公たるn労働者ー
の.労働力商品の私的所有名としての独立性と.第二に
生活財が上の単位に適合して質科的に分割された形態を
とるということを前提として成立している。幻この個別
性は.今日次に述べるこつの形態て'ますます深化 ・拡大
しているということができる。
一つは，単位としての労・働右t世帯の規模の縮小である。
すなわち.いわれているところの 「絞家族j化.あるい
は 「単身世帝jの柄大である たとえば，昭和51年の以
生行政基礎調食によれば.般家族世帯は全世智の57.3%.
単独世帯は20.4%を山め. II~J者をあわせれば80%近くに
注している。また‘そのうち会社役員を除いた府用!i世
術では. 1人世帯. 2入社併が36.2%. 4人iJj:jlfまで含
めると83.7%.さらに.臨時 ・IJ扉世帯では 1人iJj:幣.
2人世帯で50%をこえている。このような 「綴家版Jへ
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の縮ノl、I::t..今1の消費生活単位が.世代のF再生産という
機能を米すためのl此小限界までも小さくなりつつあること
を示している。また「単身世帯」の増大は.そのような
「核家絞Jが.さらに生活閥均!のある時期lには.結局一
人ひとリに分解してしまう，そしてそ うした時期がより
長くなっていることを示すものである。つまり.今B.
例51]的再生産という意味は，まさに原子に分解した個々
人の再生産により近つaいているのfごということができ
る。
もう一つは.r核家族jあるいは外見上はそれより規模
の大きい也-帯の内部において.個人を単位とする消費生
活が拡大しているという傾向である。すなわち.世帯全
体としての生活財の取得・管理・消費が行なわれるばか
りでなく .世僻只例人単位でのそれが行なわれており.
後者の部分が拡大していることである。むろん. もとも
と生活財には食料や衣類のように結局最終的には個人単
位で消費せざるをえないものと.住居や家.Qなどのよう
に世智単位で消費されるものがある。しかしがj者におい
ても.ふつうその取得 ・管理は世帯単位で行なわれるこ
とが多かったのであるが.次第にそ うした部分の取得 ・
管理ばかりでなく.後者の財の一部すら例人単位で取
得・管理.i肖'ptされるようになってきている。たとえば、
最近ラジオやテレビ，家具などがますます世帯向けでな
く個人向けに版光されているし個人的に購入 ・消費さ
れている 偽食を世管員一人ひとり令<i主う場所でi主う
ものを照ることは今や多くの世帯にとってあたりまえの
ことである。そこで.家計は.世帯総体として把握され
る部分の他に.いわゆるこずかい部分を次第に地大させ
ていることが指摘されている。引つまり，家計は，世帯の
家計という形態から.次第に世帯貝例人の家計という形
態に変化しつつあるというのであるJ}このような傾向
lふ第一に.iJj:{管の多就業化.すなわち一世平野から独立
した労働力商品の広的所有者が複数生みだされているこ
と.第二に資本にとって市場拡大のためには.生活財が
t世情単位のものから.さらに個人向けという億小に分割
された形をとることが必要であるというこつの事情を背
景としている。 したがってこの二つの 'J~情が深まれば深
まるほど.この怠味での個別化はますます進化していく
だろう。
こう してil'f資生活I;t. 以上の二電の意味でますます原
子化された個々人の再生産として進行している。この傾
向は一面て二さまざまな無駄や浪費を生み出し (たとえ
ば.一世情に伊I台もラジオやテレビがあるとか，小人数
の世帯ごとにi令01:)J}設備が取付けられるとかいうよう
な)また.いわゆる 「家族の崩場Jをつきすすめていく
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ものといわれている とりわけ.その無駄やi良質につい
ては.共同消費との対比において.アメリカ的なil'f'l"'の
偶人主義化剖として批判の(I(]とされている。しかし.同時
に.他蘭でこのような1則自.は.個々人の独立性と個性の
発慌を不十分な範聞ながら. うながすものてあることを
見必してはならない それは単に共同体に埋没していた
例別世帯の自立iじであるばかりでなく. c.iiしたよ うな
世智艮個々人の再生産が一つの単位となっていさつつあ
る中では.i吐管内における反や子の府立と地位の向上;の
基盤として大きな怠味をもつものである。
ところで.もちろんこのような消費生活の個別性は.
各々の世帯の労働力商品販売の実現に支えられている
いいかえれば.広設の怠味での生活過程が.資本に必リ
わたされる労働生活と.f悶々人のもとに残される消費生
活に分裂することを前後としている。したがって.その
n立性と無関心は，世間々の世帯の労働力商品の販先を介
してとり結ばれる資本家とlt労働者の.そして釘ジ'i働行
相互の社会的関係への金l倒的な依存性とともにある そ
こで.従来からいわれてきたよ うに.個別的舟生産は.
例々の世帯寺の労働力i萄品が実現される個別的な品条件.
芹i!iや労働の極類.雇用 kの地位 ・ 履胤の規則性・イ~~見
li性といった諸条件.およびそれに規定されたところの
所得の水準やその波動性に枠づけされたものとしてあ
るその意味で個別性の側面は.さしあたリここでは「労
働生活が規定する階級的側面i“あるいはr/iJT得と一義的
に関連するJ"側面といえるかもしれない。ただし光に.ii
べたように.今IJのflo¥'l別的内生産は.単に世帯主の労働
必条件に規定されるだけでなく.世帯員のそれとの彼合
的な条件に枠づけられているとみなければならないだろ
つ。
3.共同性，およびそれと個別性との関連
それでは.以上のような側5J1J的再生産とどのような1)
係のもとに.今日のJ昼間的内生産があるのか それを次
の三つの共向性の分類にしたがって杷えていきたい。
(1) 港在的共向性
まず.第一に生活予段の潜在的な共通化を介してi並
行する消費生活の共同性との関係である。すなわち. Ilij 
43・で述べたように刷.各々の世僚の個別l的再生産のため
の生活財は.それがよリ多〈商品化され.しかも大企業
の大註生産商品化されていくにしたがって.より広範闘
の世智.j同人に共通のものとなっていく 。つま リ.資本
J.:.)皇の発展にともなって. どのような地域の， どのよう
な附府の世帯や個人 iJ.少数の独占資本によって供給さ
れる画一的な生活財を使対jせざるをえないよ うになって
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いく 。このような'1]で.生活が等質化していく状態を.
ここではi科在的な生活の共向性と呼んでおきたL、。それ
は.もちろん.例日1)的再生産の単位を変化させないし
そこでffJ-、られる生活1¥オの分割形態をも変化させなL、。
同じテレビ. I，~し洋服であってむ . 各々 のi片僚や例人に
分;'1)されているつまり.この意味て'の必伝的共向性は.
例別的再生産と日IJのものとしてあるのではなしいわば
同じものの別!日1商である。それは.ちょ うと¥個別的舟
生産がヴ;j-働力商品の販売過程を介して社会的ぷ関係に結
びつけられているのと同僚に.生活I!-t商品の購入過程を
通しでも.全凶自(Jな.あるいは世界的な商品，1iJj，!jに結U'
つけられ.それに全面的に依存しているということをよ
現しているにすぎなL、したがって.側々の世帯や世情
員の独立性と無1)心が増大すればするほど.そのより小
きいI判、工での世帯が.あるいはl有按そのi吐僻民側々人が.
世界市場により強〈結びつけられ.そしてそれを支配す
る独占資本の商品の供給のしかたに~lH規定されること
によって.それらの世管や他人聞の浴イ1:的共同関係は.
金問的な.あるいは世界的な規僚にまで紘大してし、〈。
しかしこのような共向性は.そのi:HJ;性のゆえに自
覚されることは少なL、。また.当然そのような自覚にも
とつ仰いて. 各々の1":併や何人が.それらの共通の生活予
段を.自分たちの共同の管理のトに必くことも.ほとん
どありえない。ただし.欠陥商品等の発生などによって
結成される例代行運動や.生活協同組合日起動などは.そ
のような共同性を円覚し.部分的であれ.それらの共通
の手段を J~ lriJ 的な'1'ì'~の下に必こ うとする{抑j といえよ
う。だが，一般にはこれらの共同関係は.そのような個
別世幣の白覚的な共同関係そのものとしては発展せず.
それらの外111に. 一つの社会的必要生活概r快という姿を
とって現われる点に特徴があるのすなわち Ijijサて'Jf察
したように.，より多くの世*や例人か.r自L]Jな選択j
という外観をとリつつも.共通の大企業の地産商品をと
り入れるようになると.次第にそれらの共ilIlの生活手段
の一定のrHi:的範閉が.一つの社会的な必要生活水準と
して明確なものになっていく。特定の企たの供給するテ
レビ.洗lr機. (t1縦席等の家底辺化事4AZの一定五t.特定
の純類のIJlU:食品やJ司味料の一定ち:，':'j!か.JItにとっても
必要な生活予段の質量I的範囲として1~lp在ft されて L 、〈。
この浴紅白(jJi< r;・1性の社会的現象形態と しての生活標準
U.それがひとたび明確なものになるや舌や.それ自身
一つの自立した力として.個々人や世併に作用すること
になるのつまり. f也}jで個別l的内生産を他1別自')に規ill)す
る労働=所得条件カ代、かに変動しようと.あるいは.個々
の自立的な:上活の内部にほわれた'1-_活，~;l慣がどのような
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ものであろうと.誰もが達成すべき標準として.各人を
画一的に強制するようになる その場合.当然この社会
的標準と個別的再生産とはさまさ'まに矛盾し対立しあ
うことになるだろう。こうして.潜在的共同性は.伽!別
的再生産と.いわば同じものの日iJ側面でありながら.そ
の外部で¥それと対立するものとしてたちあらわれる。
したがって.個別性と共向性は.まず第一に.個別的消
費生活と社会的必4要生活棟地との対立 ・矛m関係として
把握されるのである。
(2) 顕在的共向性
第二に.以上の潜在的共同性とは臭って.誰の目に
も明らかな.いわゆる f共同iYi'tJ部分が存イ正している。
それは.質料的な意味て引間IJ凶併や世帯員ごとに分古1]さ
れない生活手段の，集団的il'J'/~ という . f岡別的tJ.~生産と
は明らかにYもなった再生産部分である。
その一部は.先述したように.個別的な生活ーが.その
個別性を保持するために.一万では労働力商品の販売を
介して.他)jでは消費財商品の購入を介してとリ結んで
いる社会的i!I!燐を，よりM:大し.円滑にするための共同
の手段(例:交通通信手段) や.個81Ji世帯が宅IU)l'.I~Jに関
連せざるをえないために共同で必嬰となる予段(例:上
下水道やir~M施設)の消費部分である。 これらの下段は
その性俗上.もともと個別世・幣ごとの質料的分割が困難
である。そして.その 「共同消費Jは.たとえば食料と
水道との関係のように.各々の個別的再生産の一般的条
件を形成しているといわれている。川
他の}~日分は.分割された例々の再生産の一部が.何ら
かの理由でft司自Ij的に遂行されることが困難になったため
に.共同的なものにおきかえられた部分である。(例 ・公
衆浴場.保育所.コインランドリィ.食堂)この部分は.
必ずしも全ての世帯.個人に共通するものではなし何
らかの時l却が生じたl立帯 ・個人にのみ共通するものであ
る。その意味で¥これは各々の側glJ的再生産の部分的補
完物といえるかもしれない。
ただしこの二つの形態の反分は固定的なものではな
し後殺の百円分が拡大されればされる程，前:(!j"・の形に近
づく 。また.それぞれの共同性の具体的内脊については.
頒在的とはいえさまさ「まである。たとえば.カ'ス・'llt気・
上下水道のように最終的には各家縫内にとりこまれて消
費されるもの.交通過fa.公聞などのように共同の地設
だが，時HlJ(J甘には各人がパラパラに利用するもの，ある
いは学校のようにその全過位が集団的 ・同時的に遂行さ
れるものなど.一様ではない。
これらの共同的再生産部分は.ある場合には例別的再
生産の拡大とともに拡大する。たとえば.指摘されてい
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るように，家電製品の小世智単位での.あるいは世併.Q
個人単位でーの消費が進めば進むほど低気の使用量がふえ
るとか川.側別化を推進させる多就業化によって.保育
所などの手1周が増大するなどである eしかし.反面では，
これらの共同部分は例別的再生産が拡大されることに
よって絡少されることもある。たとえば.ユニットパス
の普及と公衆浴場の利用.加工食品と食堂の利用との関
巡のように。しかし.この場合':l:結局潜在的な共同性が
地大するのである。
さて.以上のようにさまざまな. しかし維の目にも明
らかな共同的再生産部分も.今日の社会では個別的再生
産ーの本来的な一般的条件として.あるいは部分的補完物
として個別l生活と有機的に結びつき.生活を形成してい
るわけではない。なぜなら，それは個々の世帯の自党的
な共同関係の管理と支配の下におかれているのではなく
て.一部はこのような分野にさえ進出してきている資本
によって，他の古1分は国家や自治体によってその手段が
供給され， さらにその管理さえもそれらの手にゆだねら
れているからである。つまり.これらの共同的再生産の
ための手段は‘個々人の生活の外fRYてt 先に述べた例別
的生活の拡大とはさしあたり無関係に供給 ・管理され
る。その目ざすところは.そうした個別的生活ではなく
て.利潤の追求てeあり.また資本主義体制を維持するた
めの諸政策の中に包伐され.それに規定されたところの
公共事業としての役得l遂行である。そこで， これらの諮
予段の供給 ・管理は.総体として個々の生活の外側に，
側々人の力ではどうするこ ともできない外部条件と して
の「生活環境Jを情成することになる。しかも，この場
合.それらの一つひとつは.一定の地域には一つの企業.
あるいは公共事業体の独占としてあらわれることが多い
ので、先の生活棟地のように形式的にせよ一定の 「自由
な選択jを媒介とせず.直接それぞれの供給・管理水婚
が一つの生活水泌を形成することになる。こうして.維
の目にも明らかな共向性もまた.個別的再生産の外に「生
活環境j水準として向立化する。したがって.個別的再
生産・はむしろそれに規定され.同時にそれとの間の矛盾
を深めていかざるをえない。その一つの現われが，たと
えば宮本氏のいわれる「社会的共同j崎将手段の不足によ
る貧困Jであるといえよう。このように.ここでの共向
性は.r生活環境J水準という具体的形態をもって例別的
生前と分裂し対立した関係を形成するのである。
なお.以上の1M正的な共同性と個別生活の分裂・対立
関係についてはとくに汰のこの;を付け加えておきたい。
その一つlムこの分裂 ・対立関係を「修正Jするもの
として.いわゆる 「住民参加Jの形式が存症していると
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いう点についてである。それは公共事業としてのものの
場合ばかりでなく.資本の商品の場合も一一公共財であ
るという理由でー一一いくつかはあてはまる。たとえば.
いうまでもなく.その一部の手段の供給が計画され.決
定される場合には.議会の審議を経なければならない。
あるいは.得議会が設置されたり.公聴会が開かれる場
合もある。だが.このような.いわゆる「民意jの反映
のためのlolH告の設定は.いわれているように.決して個々
の世併の誕の「参加」を怠味していなし、。今日の議会が
正当に側々人を代表するもので、あるかどうかは，ます
ます拡大している投票価値の不平等性を考えれば明ら
かであるし.また.審議会の情成のかたよりも常に指摘
されているところである。そして.さらに伝近では.ぷ
会による決定をJ主務づけられた部分はますます縮小し
また審決会の答申を無視した決定が行なわれるなどの.
いわゆる 「行政慌の肥大化jが日月篠になってきている。
こうした中での「民窓Jの反映のためのさまざまな試み
は.結局は 「住民の要求を官僚主義的に統合しコント
ロールするだけではなし住民の責任と費用負担をおし
つける手段」山でしかないといえるだろう。したがって.
このような形式の存在にもかかわらず.顕在的な共向性
は，1間々の生活の外におかれ，それと対立するものとなっ
て吸われているのである。ただし以上のことは.この
ような形式の存従そのものが.それを実質化していくよ
うな運動を進めていく可能性をふくんでいることを否定
するものではない。
第二は， r生活環境J水準の地域性という点についてで
あるの先に述べたように.いわゆる 「共同消費J手段の
多<1:1，上地と図〈結びつけられ.場所的に閤定化され
ているので， r生活環境j水準1:1，先の社会的必要生活様
準と 1:1~な っ て.さしあたり地域的な水準となって形成
される。そこで各々の世帯や個人は.この地域的な 「生
活環筑」水憎から規制をうけるのであるが，その場合の
J也被的規制は.たとえば段 ・漁民府や都市自営・業1Mがう
けるような.ある特定地織の 「生t舌環境J水準からの決
定的な組制lを必ずしも怠l床していない。というのは‘こ
こで問題にしている賃労働者の生活にとっては. 全Û1ió~
可動性こそがその宿命であり.当然それは地域的移動を
作なわざるをえないからである。実際.理論1:のみなら
ず.労働fiの. とくにその下階部分の現実の地域的移動
は.おどろくべき早さで行なわれているJ3この内山な
地滅的彬動性li，各々の世士衛や偶人の顕症がJな共向性を
特定のI也械の枠をこえて拡大させていく 。賃労働省1止僚
は.さまざまな共向の生活手段を利用せざるをえないが，
それは特定の地域の枠内のものに限定されない その怠
( 5 ) 
味でいえば.貨労働者の生活にとって地域的「生活環境
水根からの規制という表現そのものが矛局しているとい
えるかもしれない。したがって.伝近さかんな「地域JiJ 
からのアフローチのように.この貨労働者tを白1営業名ー と
同じ 「住民J慨念でとらえ、「共同消R手段Jの場所的悶
定住とそれを介してくりひろげられる共同性そのものの
地域性とを泌同して， r住民jにとっての特定め地域圏に
おける生活の共向性を強調するのは.無理があるように
思う。川賞労働省の生活にとって司この「生活環境J水憎
がどの将!立のj也成性をもって形成され，そして賃労働.y..
の流動性が.共同生活手段の場所的固定性にもかかわら
ず. どれほど地域の枠をこえた共向性を獲得しているか
によって，r生活環境j水準からの規制における地蛾性は.
強ま った1)弱まったりしうるであろう この点は.むし
ろ今後実証的に倹討されるべき部分である
(31 費用の共同性
以との生活手段の潜在的 ・顕在的共向性を介して展
開される共同的再生産に加えて，費用の瓜iにおける共同
的14生産の側面が最後に残されている。すなわち.賃金
ではなく.何らかの共通の社会的基金によってIJ.生庄の
一81がまかなわれるという側面である。たとえば.社会
保険や公的扶助等の所得保障.あるいはil'U~各Hの生柄
下段一一 これは顕在(j(Jな共同生活手段であることが多
いがーーの無料または低簾な提供によってまかなわれ
る生活部分である。この場合の社会的基金は.賃労働行
が互いにそのまt金の一部を持ちょって形成するものもあ
れば.それに同家や資本家からの拠出金が加わるもの.
また国家や自治体の財政のみによ って形成されているも
のなど.さまざまである。しかしいずれにしても.各々
の世帯が.個々の労働力商品の版先によって倒別的に消
m~ を取得するという倒別性がI切らかに否定されてい
る。
このような共同性1:1，一方で個別性が拡大されるとと
もにt明大される。なせ'ならば. より多重立に分;'IlJされた.
小さい焼棋の1・僚が.あるいはその世帯u個々人が， I(前i F 
J彼E身労J
t資を本t拡智既綜別'iバf千，'1の 下でイ不J可i避E僅t的にもたらきれる)泌11mや労1働動糸f作1午二
の変鋭動lのヲえるF彬3竿響fもまたより多数の1舵l吐t+帯作や世4ザ符f告2μにlげ山(1
J彼長卸j及えぱさIれ1ることにな tり)， ②したがって，fo1U寺にIU:佑iH
例々人の疾病・老令等の事情が直接所得低ドに紡ひっく
可能性が大きくなリ.③そしてさらに.それらの際にig
1J11的労働力商品販売=追加的所得の徐行}の余地が.也・併
の縮小によってせばめられてしまっているために.例理IJ
賃金によって常にその再生産の全てをまかなうことが.
ますます閣総になっていくからである
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そこで.共同の基金からの貨幣.あるいは現物の生活
手段による給付は.個別化が進めば進むほど.その個別l
的な再生産を補完してL、〈上で不可欠のものになってい
くが.この補完のあり方は.ここでも各々の世帯や個人
の外郎で決定されていくという特徴をもっている。すな
わち.給付をどの範聞で.どの程度行なうか.そして.
そのための基金をどのように形成し管理していくかは.
主として同家の手にゆだねられている。いうまでもなく
この場合の同家は‘むろんヴ:i'働者諸個人の門党自()な共同
関係の具現物としてあるのではなしそれの外側に立ち.
それと対立するものである。国家は.これらの共同的基
金の形成と運用を.単に例別的再生産の補完として行な
うのではなし資本主義体制を維持するための緒政策の
物的基礎としての財政活ー動全般の中に包慨しその一部
門として行なうのである。
ただ.例外として.自主的な共済組合のような場合に
は.その共同性li，個々人の共同関係の下に管理される
ものとしてある。ただし.この賃金の一部をもちよって
なされる自主的な共済活動には.その基金を形成する賃
金自体が低いなど， í周有の必伽'*'~J 15)があるために.次
第に国家の子による社会保険へ発展せざるをえないので
ある。また.社会保険においても.たとえば健康保険組
合のように.it労働者の代表の半分入った組合会によっ
て自主的に'ii'壊 ・運営がなされることもあるが.その向
主性の範囲は一定の狭い枠内に限定されており.それを
逸脱しないよう行政指導されているのが通常である。
このように.国家の乎によって決定される給付の程度
や範聞は.一定の生活保障水i艇を個々の世帯の外部に形
成する。また.その場合の基金'i，無政府的に生産物が
生産される社会においては.あらかじめ計画的に社会的
総生産物の一部を控除することによ って形成されること
はありえないので.個々の社会成長に分配されたものか
らの 「吸い上げJという形態によって形成される。この
「吸い上げJli，たとえば.租.flI.・保険料 ・各時料金等
のさまざまな続路によってなされる。そこで.その 「吸
い上げjの万法についての同家の決定.およびその管理
のあり }jは.個々の賃労働者世帯にと っては.一定の負
担水準の形成となって現われる つまり.ここでの共向
性は.一定の生活保障水準と負担水準という二重の現象
形態をまとうことになる。各々の世帯は.円らはその決
定に関与しえないこの二mの水準を一つの外部条件とし
て個々の消費生活を営なまざるをえない。この場合.当
然その保隊水増は個別生活の困維を十分に補完しうるか
どうかわからない。むしろ常に両者の聞のギャッフが問
題にならざるをえない。そして.さらにそのJ'ltrl水惟は，
( 6 ) 
他方てマ〉労働=所得条件と矛盾し対立することが多いで
あろう。こうして.段後の共同伎と個別l性の関係は.生
活保障水準と負縄水準という二重の水準と例理IJ生活との
分裂・対立関係として抱えられるのである。
なお.この場合の生活保障水機と負担水準は.さしあ
たり階層的な水湘として形成されている。しかしこの
階病的な水準からの規制も.先の地域住と同様.ある特
定の階層の水準からの決定的な規制を意味していない。
いうまでもなし貨労働者は.さまざまな階層にふりわ
けられると同時に.そのさまざまな階屑を流動していく
からである。だから貨労働者の生活にとって.このよう
な生活保障・負f日水i事からの規制lは階層的であると同時
に全体的である。
また.いわゆる「参加」の形式は.この費用の共向性
においても存化している。たとえば.先に述べた健康保
険組合の一定の枠内での自主管理もその一つであるし
社会保障審議会や社会保険審議会のぷ置などもその現わ
れである。しかし.この泰議会については.先述したよ
うな偶成貝の問題ばかりでなしこれらの審議会の符申
には拘束力がないため.当局はそれを無線することがで
きるし現実にそのような事態が起っているという問題
がある。また.社会福祉関係の得議会は.法案提出に先
立つ必要的諮問機関にさえなっていない等.その形式性
は今日いよいよIVJ白になりつつある。しかしむろんこ
こでも，この形式が.その実質化の運動をひきおこす可
能性を含んでいることは指摘しておかなければならない
だろう。
4. ~晃代生活の枠組みと生活問題
消費生活の共向性は.以上のように.生活手段の必在
的共同性を介して展開される共同的再生産の側面.共同
生前手段を共同て'消費する顕在的な共同的再生産の1目。
商.そして費用の而における共同的再生産の側面におい
て把えられる。それら'i.例51IJ生活そのものの別側面と
して.あるいは一般的・補完的条件として，その例別性
の拡大 ・深化とともに発展する。だが.それらは，各々
の世宇野や個人の自覚的な共同関係の下におかれているの
ではなくて，それらの外に.彼らの関与できない社会的
活条件として一一具体的には.社会的必要生活標準.i生
活環境J水準.也活保障水準・負担水準として一一 向立
化しているところに.現代生活の一つの特徴が指摘され
るのであった。つまり，それらは.彼らの個別的部分と
有機的に結合して生活を形づくる共同的部分であるにも
かかわらず.その個別生活と切り離され，その外に一つ
め自立した7)となって.それを規制するものとして存伝
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しているのであった
今Hの消資生活が.このような具体的形態においての
例目IJ性と共同性との分裂・対立関係として存住している
とすれば.現代の生活を形づくっている独自の枠組みを
次のように抱くことができょう。すなわち.今HのJぷj査
の意味での生活i伯作は.まずいわれてきたように.資本
にヲどりわたされた労働生活と.個々人のもとに残された
消n生活部分に分裂している。後者は!IIi者の売りわた
しの，m条件に嵯本的に枠づけされている。つまり.ll1<m
の実現 ・イミ実現.その規則性・不規則性・原用上のI也f，i:.
iRi~や労働の純頬.および.それらに規定されたところ
の所得の水揃やその波動性に枠づけされる。この枠づけ
のきれ/jは.きわめて個別的であり. したがってそのk
異によって個々人の消費生活もさまざまに営なまれるこ
とになる
他Jjで.側々人のもとに残された消費生活li. 個別的
なものと共同的なものとに分裂する。後者は.社会的必
要生活保守終.r生活環境J水私生活保降水準・負)1.水'V.
という妥て'Iij省の外宮1条件を形成する。したがって.結
局.個々の消費生活はう5・1動生活に規定されるばかりでな
く.これらにも枠づけされて成立することになる その
枠づけは.r1ll分的に地域住・階1M性を含みながらも，令
体自~Idll- (Iワに1l(:llrJ される 。 今.以上の構造を簡単に拙け
li聞のようになる。
f寄生
そこで.このような枠組構造そのものの中から生活問
題ヵ、tlrllされてくる たとえば.個別的内生産の凶鮮は
中に例理IWJヴ:i'働=所得条件白体からではなく.つねにそ
れと社会的必要生活標準との.i生活環境水準との.ま
た生活保i埼・負f日水挙との関係において生ぜざるをえな
いの逆に社会的必愛生活様唯や 「生活環境J水'Vや.生
活保障 .M日水準のそれぞれは.つねに例別的労働 !祈
仰条件との関連において問題を，'[I.fJl.させる つまり'ι治
問題はいつも二丞の分裂関係のもたらすイサ行の産物であ
る たから「所得と-.1量的に関係するlt悶jとかそれと
I天別される 「現代的貧困jが存症するのではなくて.そ
れぞれの関係しあった貧困が析出されてくるのである
いいかえ111i.生活問題は.労働問題や地域間l.'1!の'j.な
るJl(1吹でなく.それらがこのようなー喧の分製関係の内
紡合としての枠組織造の中に投げこま tしその小でn~ 、
に関係づけられて出現してくるところにその特質があ
る.
さらに.このように析出されてくる生活問題li.側々
のi陵情がその一時的解決を求めることによって.光の{1'
組みをいっそう強聞なものにして、、く すなわち.その
解決のために追加的所得の後得に作走しあるいは.す
でに小さくなっている世帯焼換を限界まで縮小 ・分僻し
ていくことが.労働生活と消費生前の分裂をJι大し.し
たがって後計の個別性をさらに強化しそれはIl}び.J.I<InJ
生活保障水車生
活 (個別l部分 )
t限
度~ -(十ーーーーー一一ーーー 苧」
水
準
(共同部分 )「
一一ーーー -ーー ___I
図 1見代'主的の枠組み
( 7 ) 
負担水車
(1主)
点線は、分裂、分隊関係を、実線はその
結集としての枠組み左そこからの規制
をあらわす。
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性の拡大に結びついて，~Ij者の分裂関係を深化させていく
からである。
こうして枠組み情造と問題は相互規定的に循環する。
われわれが生活問題をたとえば労働問題や地減問題と区
別して.そして多憾なその形態を統一的に犯催しようと
すれば.この11~ 門の枠組みと問題の循環こそが注目され
なければならな、、。いわゆる生活闘争という概念が成立
するとすれば.それはまさにこのような枠組みと問題の
循環をたち切るよ うな働きかけを含んだ運動でなければ
ならないだろう。一時期流行した労働者を 「生活者Jと
呼びかえる方法や、あるいは前章でも指摘した 「住民j
概念をいかに駆使しても.このような枠組みと問題との
担保がなければ.生活過程独内の運動はtJ1てくるはずが
ないのである。
ともあれ.以上は一つの理論仮説であり.これを利用
しての只体的な生活問題分析が今・後に筏されている。
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Summary 
It is a universal fact that consumption is formed by two elements . one is indivesual. and the other collective. But 
the relation of these two elements varies accordrng to different stages of social developonent. In this paper. 1 examine 
the feature which distinguish the relation of thcse two elements today from other relations in olher stages， and seek to 
d巴flne the character of today's consumption 
Today， indlvisual consumptlon is under the control of rndivlduals or housholds who are free and indiferent to one 
another as each private consumptIon. On the other hand， coIlective consumptiol1 is under the control of the State or 
somc large enterpnses by whlch the means of colective consumption are produced and managed. Of course， this 
control of the State or som巴largeenterpnses IS not identical with the Joint control of each indivldual or houshold. It 
is independent of each Individual's interests 
That is， two elements of today's consumption are split and opposed to each other. Then collectiue consumption 
which IS separated from each Individual and their joint control appears now as the external conditions for rndividual 
consumption. These external condltions are， 1 mean， the soclal standard of living， the level of hving.environment and 
( 8 ) 
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the level of soclal secunty and taxes and other obligation fees. Therefore each Indivldual consumptlOn IS regulated by 
these condltlOns. In other words， mdlvidual consumptlon IS determlned by not only his income but also these condl-
tlons And there IS not a httle possibility that the mconslstency between these external condltlons or between the 
Jncome and these conditlOns is produced. Thls IS a reason why troubles of our h feare complex and various today 
( 9 ) 
